
市
政
10
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
北
名
古
屋
市
は
、

10
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
交
流
機
能
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
10
年
を
振
り
返
り
、
次
の
10
年
に
向
け
て
「
新

た
な
交
流
」
を
考
え
ま
す
。

こ
の
10
年
の
北
名
古
屋
の
国
際
化
は
、
愛
知
万
博
で

の
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
で
北
名
古
屋

市
（
旧
師
勝
町
）
が
韓
国
の
ホ
ス
ト
自
治
体
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
博
覧
会
の
成
果
を
「
い
か
に

地
域
に
根
づ
か
せ
て
い
く
か
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

２
０
０
６
年　

北
名
古
屋
市
が
誕
生
。

２
０
０
７
年　

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
を
設
立
。

２
０
０
８
年　

韓
国
全
羅
南
道
務
安
郡
と
友
好
都
市
提  

　
　
　
　
　
　

携
。

２
０
０
９
年　

務
安
郡
と
の
中
学
生
の
相
互
受
け
入
れ

　
　
　
　
　
　

派
遣
の
交
流
事
業
始
ま
る
。

２
０
１
１
年　

務
安
郡
と
の
「
食
の
文
化
交
流
」
を
契

　
　
　
　
　
　

機
に
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域

　
　
　
　
　
　

づ
く
り
「
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ

　
　
　
　
　
　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
ま
る
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
10
年
の
務
安
郡
と
の
友
好
提
携
交

流
は
、
北
名
古
屋
の
国
際
力
ア
ッ
プ
の
大
き
な
力
と
な

り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
国
際
感
覚
の
醸
成
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ら
の
実
績
と
成
果
を
も
と
に
、
次
の
10
年
と
い

う
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
て
、
さ
ら
に
多
く
の
人
と

交
流
し
、
世
界
に
つ
な
ぐ
夢
と
希
望
を
広
げ
る
た
め
、

新
た
な
交
流
を
求
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
か
ら
多
く
声
が
事
務
局
に
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

「
新
し
い
交
流
先
と
し
て
英
語
圏
の
自
治
体
と
交
流
し

て
ほ
し
い
」

「
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
に
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」

「
未
来
志
向
で
一
過
性
で
は
な
く
継
続
的
な
交
流
を
め

ざ
し
て
ほ
し
い
」

「
韓
国
務
安
郡
と
の
交
流
も
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
」

「
近
隣
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
と
交
流
が
し
た
い
」
な
ど

で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
交
流
を
求
め
る
市
民
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
を
取
り
ま
と
め
、
市
長
に
提
言
し
、
市
民
が
主

役
と
な
る
国
際
交
流
の
実
現
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

vol.
2015. 11.
23

新
た
な
交
流
を
求
め
て

ー
次
の
10
年
に
向
け
て
ー

北名古屋の国際交流・・・ばづくり、ひとづくり、ちいきづくり。

1

□
募
集
期
間

□
型　
　
式

平
成
27
年
12
月
31
日

自
由

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
協
会
で
取
り
ま
と
め
市
長

に
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
新
た
な
交
流
を
求
め
て

― 

次
の
１０
年
に
向
け
て 

―
」

市
民
の
皆
さ
ん
！

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会



国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
語
ろ
う

「
い
い
と
こ
、わ
る
い
と
こ
、

 

北
名
古
屋
の
こ
と
」

交流会多
文
化
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ
な
ぐ
た
め
、
市
内
在
住

の
国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
市
民
と
の
交
流
会
を
、
９
月

５
日
（
土
）、「
陽
だ
ま
り
ハ
ウ
ス
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
相
手
の
国
籍
は
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ン
ド
と
４
か
国
。
宗
教
は
、
仏
教
、
モ
ス
リ
ム
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
多
様
な
異
文
化
交
流
の
会
と
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
身
近
な
こ
と
か
ら
、

い
い
こ
と
、
わ
る
い
こ
と
、
生
活
習
慣
や
子
育
て
、
宗
教

な
ど
話
題
は
尽
き
ず
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

双
子
の
女
の
子
を
持
つ
夫
が
ア
メ
リ
カ
人
の
30
代
の
夫

婦
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
サ
ソ
リ
も
徘
徊
す
る
と
い

う
砂
漠
の
町
か
ら
妻
の
実
家
の
あ
る
北
名
古
屋
へ
。「
あ

ぶ
な
い
。
あ
ぶ
な
い
」
夫
が
初
め
て
覚
え
た
日
本
語
だ
っ

た
。「
実
家
の
両
親
と
同
居
し
て
い
る
。
北
名
古
屋
で
は

さ
く
ら
ん

ぼ
ク
ラ
ブ

に
参
加
す

る
な
ど
で

子
育
て
支

援
が
充
実

し
て
い

て
、
ア
メ

リ
カ
の
生

活
に
比
べ

て
ス
ト
レ

ス
が
な

い
。
日
本

語
が
で
き
な
い
夫
も
、
安
心
安
全
な
北
名
古
屋
で
の
暮
ら

し
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
だ
」

ド
イ
ツ
に
単
身
赴
任
し
て
い
る
夫
が
イ
ン
ド
人
の
30

代
の
女
性
は
、
西
春
駅
近
く
に
住
む
。「
仕
事
の
関
係
で
、

初
め
て
、
北
名
古
屋
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
一
年
前

引
っ
越
し
て
き
て
、
窓
か
ら
田
ん
ぼ
が
見
え
る
環
境
に

感
動
し
た
。
し
か
も
、
名
古
屋
に
も
近
く
、
気
に
入
っ

て
い
る
。
夫
は
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に
住
み
、
別
居

生
活
に
な
っ
た
の
が
残
念
。
仕
事
も
気
に
入
っ
て
い
る

し
暮
ら
し
や
す
い
の
で
別
居
生
活
が
続
き
そ
う
だ
」

夫
が
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
人
で
３
人
の
子
供
を
持

つ
女
性
は
、
勤
務
先
が
北
名
古
屋
で
岩
倉
に
住
む
。「
夫

は
、
い
ま
一
時
帰
国
中
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
実

家
は
、
最
近
や
っ
と
電
気
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
な
く
日
本
と
比
べ
る
と
驚
く
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
。
で
も
、
夫
の
国
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
ッ

シ
ュ
は
貧
し
い
が
、
人
も
自
然
も
暮
ら
し
も
素
敵
な
国

だ
と
思
っ
て
い
る
」

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
結
婚
し
た
60
代
男
性
。「
40
年
一
緒

に
暮
ら
し
て
も
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
ま
だ
あ
る
。
同

じ
仏
教
徒
で
あ
る
が
、
妻
に
は
、
今
で
も
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
人
と
し
て
の
宗
教
観
や
世
界
観
が
根
強
く
あ
り
、

日
本
人
と
の
違
い
を
感
じ
る
」

「
夫
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
が
、
日
曜
日
に
教
会
も
い

か
な
い
。
私
に
宗
教
を
強
要
は
し
な
い
」

「
夫
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
で
あ
る
が
違
和
感
は
な
い
。
宗

教
に
は
厳
格
な
人
ば
か
り
で
は
な
い
。
宗
教
に
は
幅
が

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
」

異
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
結
婚
と
い

う
形
で
も
な
か
な
か
難
し
い
。
国
際
結
婚
が
上
手
く
い

く
秘
訣
は
、
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
寛
容
の
精
神
か

も
し
れ
な
い
。
国
際
結
婚
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
交
流
は
、

私
た
ち
の
な
か
に
あ
る
外
国
人
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
を
実
現
す
る
確
か
な
一
歩
と
な
っ
た
。

平
成
27
年
11
月
23
日（
祝
）、
北
名
古
屋
市
健

康
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
る「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
」に
出
展
参
加
し
ま
す
。

◇
ア
リ
ー
ナ「
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
」

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会
の
活
動
の
あ
ゆ
み

を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
販
売
し
ま
す
。
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
の
開
発
途
上
国
の
自
立
支
援
に

つ
な
が
る
活
動
で
す
。

「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
酵
母
入
り　
の
む

酢
」、「
北
名
古
屋
特
産
！
い
ち
じ
く
ジ
ャ
ム
入
り

い
っ
ち
ゃ
ん
パ
ン
」な
ど
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン

ド
産
品
を
特
別
販
売
し
ま
す
。

◇
屋
外
テ
ン
ト「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
カ
フ
ェ
」

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
運
動
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
産
品
に
よ
る
一
日
カ
フ
ェ
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５

①②③
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今
は
世
界
の
ど
こ
の
国
へ
も
気
軽
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
時
代

と
な
り
、
国
際
結
婚
さ
れ
る
方
も
多
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
口
約
８
万
人
の
北
名
古
屋
市
で
の
国
際
結
婚
さ
れ
て
い
る
方

も
相
当
数
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
は
40
年
前
に
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
ビ
ル
マ
）
人
と
結
婚
し
ま
し
た
。
婚
姻
届
け
を
役
所
に
提
出
に

行
っ
た
ら
町
で
初
め
て
だ
と
言
わ
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

結
婚
は
両
人
の
合
意
で
成
り
立
ち
ま
す
が
生
活
す
る
の
は
い
ろ

い
ろ
な
社
会
的
な
制
約
が
加
わ
り
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
仏
教
国
で
あ
り
、
風
習
も
良
く
似
て
お
り
や
っ

て
い
け
る
と
簡
単
に
思
い
ま
し
た
が
浅
は
か
で
、
細
か
い
点
で
い
ろ

い
ろ
違
っ
て
お
り
、
今
に
至
っ
て
も
と
い
う
か
、
な
か
な
か
そ
の
溝

は
埋
ま
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
お
墓
の
話
で
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
人

に
は
お
墓
を
造
っ
て
弔
う
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
の

私
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
、
先
祖
か
ら
の
お
墓
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
の
が
、
日
本
の
現
状
で
す
が
…
…
。
40
年
た
っ

て
も
片
方
に
と
り
生
活
（
人
生
）
の
根
幹
で
あ
り
、
押
し
付
け
れ
ば

押
し
付
け
る
ほ
ど
抵
抗
が
増
加
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
あ
、
そ
う
い

い
な
が
ら
も
続
い
て
い
る
の
は
縁
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
私
の
子
ど
も
（
長
男
長
女
）
は
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
フ
で
日
本
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
血
が
50
％
で
す
が
、
子
ど
も
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
と
結

婚
し
ま
し
た
の
で
、
孫
た
ち
は
日
本
25
％
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
75
％
に
な

る
勘
定
で
す
。

次
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
に
シ
ル
バ
ー
移
住
さ
れ
る
方
が
話
題

に
上
が
り
ま
す
が
、
私
た
ち
も
70
才
過
ぎ
た
ら
女
房
の
土
地
で
あ
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
移
り
住
も
う
か
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
故

か
と
い
う
と
日
本
と
比
較
す
る
と
冬
寒
く
な
い
し
、
自
然
災
害
も
多

く
な
く
、
ビ
ザ
と
か
、
医
療
、
住
居
の
心
配
も
な
く
物
価
も
安
い
の

で
、
な
ま
け
も
の
の
私
に
と
り
、
の
ん
び
り
生
活
が
送
れ
ま
す
。

日
本
人
は
、
と
か
く
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
親
か
ら
の
土
地
に
し

が
み
つ
い
て
汲
々
と
生
活
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
よ
い
こ
と

か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
時
代
が
移
り
変
わ
る
に
つ
れ
生
活
の
価
値
も

変
化
し
て
い
き
ま
す
。
同
様
に
結
婚
の
価
値
も
私
た
ち
の
時
代
と
今

で
は
随
分
と
違
う
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
二
人
が
幸
せ
と
感

じ
取
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
国
際
交
流

国
際
結
婚
あ
れ
こ
れ

井
上
清
久
氏

平
成
27
年
９
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
、
愛
・
地
球
博
記
念

公
園
（
モ
リ
コ
ロ
パ
ー
ク
）
を
会
場
に
、「
愛
知
万
博
10
周

年
記
念
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
（
主

催
愛
知
県
）」
が
県
内
18
自
治
体
の
出
展
の
も
と
に
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
、
愛
知
万
博
10
周
年

を
記
念
す
る
、
万
博
と
一
市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

事
業
を
振
り
返
る
メ
モ
リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
愛
知

万
博
の
成
果
が
地
域
の
な
か
で
ど
う
根
づ
い
て
い
る
か
、

を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま

し
た
。

会
場
と

な
っ
た
地
球

市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
で

は
、愛
知
万

博
を
映
像

で
振
り
返

る
シ
ン
ボ
ル

展
示
が
あ

り
ま
し
た
。

10
年
前
の

愛
知
万
博

が
再
現
さ

れ
、貴
重
な
映

像
の
数
々
に
、

あ
の
国
際
色

一
色
と
な
っ
て

燃
え
た
万
博

が
会
場
い
っ
ぱ

い
に
溢
れ
ま

し
た
。県
内
自

治
体
か
ら
持

ち
寄
ら
れ
た

一
市
町
村
一
国

フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
事
業
の
交

流
で
の
記
念

品
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、北

名
古
屋
市
も
、地
域
を
上
げ
て
支
援
し
た
韓
国
や
タ
ジ
キ
ス

タ
ン
の
記
念
品
を
出
品
し
、愛
知
万
博
メ
モ
リ
ア
ル
の
一
役

を
担
い
ま
し
た
。

大
芝
生
広
場
で
は
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
キ
ッ
コ

ロ
勢
揃
い
の
ダ
ン
ス
、
愛
知
県
の
友
好
提
携
先
で
あ
る

中
国
江
蘇
省
演
芸
集
団
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
民
族
衣

装
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
世
界
の
料
理
や
愛
知
メ
シ
も
出

店
さ
れ
大
賑
わ
い
で
し
た
。

博
覧
会
後
の
地
域
で
の
交
流
の
歩
み
を
振
り
返
る
一
市

町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
も
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
北
名
古
屋
は
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
か

ら
国
際
交
流
協
会
を
立
ち
上
げ
、
韓
国
全
羅
南
道
務
安
郡

と
友
好
都
市
提
携
し
、
中
学
生
や
市
民
な
ど
の
人
的
交
流

を
深
め
、
国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と
し
た
地
域
を
元
気
に
す

る
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
10
年
間
で
愛
知
万
博
の
成
果
が
ど
う
北

名
古
屋
に
根
づ
い
て
き
た
か
、
根
づ
い
て
い
る
か
、
紹
介

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

愛
知
万
博
10
周
年
記
念

 
一
市
町
村
一
国

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ

ー
博
覧
会
の
成
果
を
北
名
古
屋
に

ど
う
根
づ
か
せ
た
か
ー
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各
種
申
し
込
み
、お
問
い
合
わ
せ
等
は
、左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
481

－

8531
北
名
古
屋
市
西
之
保
清
水
田
15
番
地

北
名
古
屋
市
役
所
西
庁
舎
４
階

電　
　
　
話

フ
ァ
ッ
ク
ス

Ｅ
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

０
５
６
８（
２
２
）１
１
１
１　
内
線
２
４
０
０

０
５
６
８（
２
５
）１
８
０
０

info@
kitanagoya-kiia.jp

http://w
w

w
.kitanagoya-kiia.jp

https://w
w

w
.facebook.com

/kitanagoyakiia

北
名
古
屋
市
国
際
交
流
協
会

ア
ジ
ア
近
隣
諸
国
と
の
交

流
の
場
と
し
て
、
市
民
手
づ

く
り
に
よ
り
第
４
回
ア
ジ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。
食
と
文
化
の
交
流
を

通
じ
て
、
近
く
て
遠
い
ア
ジ

ア
を
深
く
理
解
す
る
市
民
の

ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
国
際
交
流

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

国
際
交
流
を
ツ
ー
ル
と

し
た
北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ

ン
ド
産
品
の
開
発
と
普
及
の

た
め
の
料
理
講
習
会
で
す
。

「
北
名
古
屋
特
産
！
い

ち
じ
く
酵
母
」
を
世
界
の

料
理
に
活
用
し
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。

講
師
は
、
韓
国
ウ
エ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
で
腕
を
磨

い
た
料
理
の
達
人
が
指
導

し
ま
す
。

□
と　
き

□
と
こ
ろ

□
プ
ロ
グ
ラ
ム

□
と　
き

□
と
こ
ろ

□
定　
員

　
□
受
講
料

　
　
　
　
平
成
28
年
２
月
13
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
か
ら
15
時
30
分

　
　
　
　
北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館

ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
市
民
参
加
」
と
「
オ
ー
プ

ン
な
運
営
」
を
基
本
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
協
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ

る
運
営
企

画
会
議
が
、

ア
イ
デ
ア
出

し
か
ら
、企

画
、運
営
、

実
施
ま
で

市
民
が
主

役
で
進
め

ま
す
。「
ア
ジ

ア
を
観
て
、

識
り
、
食

す
」を
テ
ー

マ
に
具
体
的

な
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
り
を

進
め
ま
す
。

①　
11
月
26
日（
木
）　
フ
レ
ン
チ
料
理

②　
12
月
24
日（
木
）　
韓
国
料
理

③　
１
月
28
日（
木
）　
イ
タ
リ
ア
料
理

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
30
分
か
ら
13
時
30
分

　
北
名
古
屋
市

　
健
康
ド
ー
ム

　
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

　
30
名

　
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

　
６
０
０
０
円

　
（
協
会
会
員

　
　

   
５
０
０
０
円
）

　

※
３
回
と
も
時
間
、

　
　

場
所
、
講
師
は

　
　
同
じ
で
す
。

第
４
回

　
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

北
名
古
屋
地
域
ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

 

ワ
ー
ル
ド
料
理
講
習
会

外
交
官
生
活
41
年
を

貫
い
た
の
は
、「
外
交
に

お
け
る
ユ
ー
モ
ア
の
精

神
」
だ
っ
た
。

吉
田
茂
首
相
と
の
出

会
い
か
ら
、
エ
ジ
ン
バ

ラ
総
領
事
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
大
使
等
を
歴
任
し
、
世
界
を
見
て
、
日
本
を
考
え

た
。
大
塚
大
使
が
北
名
古
屋
市
民
へ
贈
る
「
と
っ
て
お

き
」
の
話
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

□
と　
き

□
と
こ
ろ

□
受
講
料

11
月
28
日（
土
）

13
時
30
分
か
ら
15
時
30
分

北
名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
小
ホ
ー
ル

無
料

こ
の
講
演
会
は
大
和
塾
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

国
際
理
解
講
座　
大
塚
清
一
郎
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 

講
師　
大
塚
清
一
郎  

氏  
  

元
外
交
官
（
エ
ジ
ン
バ
ラ
総
領
事
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
）

演
題「
外
交
と
ユ
ー
モ
ア
」
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